
　
日
向
観
光
協
会
に
よ
っ
て
1
9
4
0
（
昭

和
15
）年
に
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、

神
武
天
皇
東
征
遍
路
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
所

を
中
心
と
し
た
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。宮
崎

県
は
皇
祖
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
聖
地
巡
礼
を

目
的
と
し
た
旅
行
者
を
集
め
て
い
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
中

央
に
は
こ
の
年
に
竣
工
し
た
「
八
紘
之
基
柱

（
あ
め
つ
ち
の
も
と
は
し
ら
）」が
描
か
れ
、「
天

孫
降
臨
」
と
「
皇
祖
発
祥
」
が
図
の
主
題
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、渓
谷
な
ど
の
自
然
の

風
景
や
温
泉
な
ど
の
娯
楽
施
設
も
記
さ
れ
て

お
り
、聖
地
巡
礼
と
い
い
な
が
ら
も
、遊
覧
の

要
素
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の

時
代
の
観
光
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

（
和
田
林
槙
子
）

●
出
雲
大
社
御
案
内

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
東
京
の
日
本
名

所
図
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
出
雲
大
社

前
で
現
在
も
営
業
を
続
け
る
竹
野
屋
旅
館
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴
は
「
書
簡
図

絵
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、通
信
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
に
出
雲

大
社
で
の
思
い
出
な
ど
を
書
き
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
金
子
常
光
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
出
雲
大

社
を
中
心
に
し
て
、
遠
く
下
関
や
朝
鮮
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
。作
者
の
金
子
常
光
は
、

か
つ
て
は
吉
田
初
三
郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
小
山
吉
三
が
「
日

本
名
所
図
会
社
」を
設
立
す
る
と
、初
三
郎
の

も
と
を
離
れ
、
日
本
名
所
図
会
社
に
合
流
し

て
多
く
の
鳥
瞰
図
を
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
荻
野
隼
宏
）

●
讃
岐
遊
覧
案
内

　
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
２
月
に
大
阪
商
船

会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
、
表
紙
と
地
図
に
は
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ

れ
て
い
る
。主
に
京
阪
神
か
ら
の
旅
行
客
を

対
象
と
し
て
い
る
。

2
）
年
6
月
14
日
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷

は
、
熊
本
県
か
ら
遠
く
離
れ
た
神
戸
市
の
三

精
堂
印
刷
所
で
行
わ
れ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、こ
の
当
時
、小

山
旅
館
に
は
2
0
0
あ
ま
り
の
客
室
が
あ
り
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
多
く
の

旅
行
客
が
訪
れ
た
。西
郷
隆
盛
や
与
謝
野
晶

子
、ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、そ
し
て
亡
命
中
の
孫

文
も
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
旅
館
を
含
め
た
鳥
瞰

図
が
あ
り
、「
鮎
返
り
の
滝
」に
面
し
た
旅
館

の
建
物
、
そ
し
て
旅
館
か
ら
阿
蘇
へ
と
通
じ

る
登
山
道
が
描
か
れ
、
登
山
道
の
途
中
に
は

「
小
山
旅
館
特
設
休
憩
所
」
と
「
小
山
旅
館
山

上
出
張
所
」が
描
か
れ
て
い
る
。小
山
旅
館
で

は
、
阿
蘇
登
山
の
順
路
の
案
内
や
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
小
山
旅
館
は
、
近
年
ま
で
は
確
実
に

営
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 
（
岡
本
真
依
）

●
紀
元
二
千
六
百
年
に
輝
く
聖
地
日
向

（
1
9
2
9
・
昭
和
4
年
〜
1
9
3
6
・
昭
和

11
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
編『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0
・
大

正
9
年
〜
）を
参
照
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
資
料
と
同
じ
地
域
を
対
象
と

し
た
他
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
上
で
調

べ
比
較
し
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
発
行

年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
た
め
、お
よ
そ
の
発
行
年
に
つ
い
て「
状

況
証
拠
」を
並
べ
な
が
ら
推
測
し
た
。

　
10
名
の
ゼ
ミ
生
が
担
当
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、九
州
地
方（
4
点
）、瀬
戸
内
海
と
中
四

国
地
方（
4
点
）、関
西
地
方（
2
点
）と
、関
西

の
学
生
た
ち
に
も
馴
染
み
の
あ
る
場
所
の
も

の
と
し
た
。な
お
、今
回
の
分
析
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
主
に
東
日
本
の
旅
行
案
内
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
分
析
と
考
察
を
、
夏
休

み
の
宿
題
と
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。

　
以
下
に
ゼ
ミ
生
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
分

析
の
一
端
を
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
書
影
画
像

と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。本
文
に
は
適
宜
筆

者
が
加
筆
修
正
を
し
た
。

れ
た
坂
本
龍
馬
像
も
、
桂
浜
の
み
ど
こ
ろ
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
大
阪
・
神

戸
を
起
点
と
し
た
室
戸
岬
遊
覧
を
含
む
高
知

県
へ
の
５
日
間
の
旅
程
で
、お
よ
そ
30
円（
現

在
の
価
格
で
約
６
万
円
）の
旅
費
で
あ
っ
た
。

（
久
保
拓
実
）

●
恵
門
の
不
動

　開
帳
御
案
内

　
大
阪
商
船
会
社
、
屋
島
登
山
ケ
ー
ブ
ル
会

社
な
ど
計
9
社
の
後
援
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。恵
門
（
け
も
ん
）

の
不
動
と
は
、
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の

一
つ
で
、
洞
窟
内
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ

て
い
る
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
33
年
ご

と
に
約
50
日
間
の
御
開
帳
が
あ
り
、
こ
の
行

事
に
あ
わ
せ
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
現
在
で
は
御
開
帳
は
30
年
に
一
度
と

な
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
恵
門
開
扉
参
拝
と

あ
わ
せ
て
源
平
古
戦
場
の
屋
島
や
壇
ノ
浦
、

そ
し
て
高
松
の
栗
林
公
園
へ
の
遊
覧
な
ど
も

宣
伝
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　  

（
西 

能
克
）

●
近
江
八
景
め
ぐ
り

　
琵
琶
湖
で
遊
覧
船
を
運
航
し
て
い
た
太
湖

汽
船
会
社
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
、
本
文
に
皇
紀
2
5
9
7
の
表
記

が
あ
る
の
で
出
版
は
1
9
3
7（
昭
和
12
）年

で
あ
る
。

　
近
江
八
景
は
、
中
国
湖
南
省
の
瀟
湘
八
景

に
由
来
す
る
8
つ
の
名
勝
で
、
鉄
道
唱
歌
の

東
海
道
篇
39
番
か
ら
43
番
に
か
け
て
も
、
近

江
八
景
の
す
べ
て
が
登
場
し
て
い
る
。

『
日
本
案
内
記
』と『
旅
程
と
費
用
概
算
』を
参

考
に
す
る
と
、
運
航
は
3
月
中
旬
か
ら
10
月

末
頃
ま
で
の
毎
日
と
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の

日
曜
と
休
日
で
、
近
江
八
景
め
ぐ
り
の
遊
覧

船
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
の

5
時
間
半
に
お
よ
ぶ
長
い
船
旅
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
す
で
に
琵
琶
湖
沿
岸
は

近
世
の
風
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
失
わ
れ

た
風
景
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
再
建
さ

修
の
教
員
と
し
て
、観
光
の
文
化
的
な
面
を

学
ぶ
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
る
。一
学
年
あ
た

り
の
ゼ
ミ
の
学
生
数
は
お
よ
そ
10
名
と
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
い
。

　
文
学
部
に
は
地
理
学
の
ほ
か
に
、哲
学
、美

学
、歴
史
学
、文
学
、語
学
、心
理
学
な
ど
の
学

問
領
域
が
同
居
し
て
い
る
。こ
う
し
た
学
際

的
な
学
部
環
境
の
な
か
で
、
観
光
を
学
ぶ
視

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。社
会
科
学
と
は
異

な
る
人
文
科
学
と
し
て
の
観
光
研
究
と
は
如

何
な
る
も
の
な
の
か
。こ
の
こ
と
を
筆
者
な

り
に
考
え
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、こ

こ
数
年
は
、
観
光
に
関
わ
る
歴
史
的
な
資
料

を
読
む
こ
と
、
古
書
資
料
の
な
か
に
過
去
に

あ
っ
た
観
光
の
姿
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
観
光
」の
か
わ
り
に「
旅
行
」と
い

う
言
葉
を
使
い
、
ゼ
ミ
で
は
「
旅
行
の
文
化

史
」を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。こ
こ
で

は
そ
う
し
た
ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

　
2
0
1
9
年
度
の
三
年
生
を
対
象
と
し
た

ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、

一
枚
も
の
の
古
書
資
料
を
手
に
し
て
、
そ
の

内
容
を
読
み
解
き
、分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。

古
書
の
資
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、
旅
行

案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）で

あ
る
。

　
旅
行
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
は
、
折
帖

や
折
り
た
た
み
に
さ
れ
た
一
枚
も
の
で
、
イ

ラ
ス
ト
、
地
図
、
鳥
瞰
図
、
写
真
な
ど
の
画
像

と
、
旅
行
地
を
案
内
す
る
文
章
が
書
か
れ
て

い
る
。古
書
店
業
界
で
は「
ぺ
ら
も
の
」、図
書

館
や
資
料
館
な
ど
で
は「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。日
本
で
は
、1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
の
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
数
多
く
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
読
み
、
画
像
と
文

章
を
分
析
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資

料
を
調
べ
た
。た
と
え
ば
同
時
代
の
旅
行
の

状
況
を
客
観
的
に
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

日
本
全
国
を
網
羅
し
た
旅
行
案
内
書
で
あ
る

鉄
道
省
編
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻

　
関
西
学
院
大
学
に
は
、
観
光
を
冠
し
た
学

部
や
学
科
・
コ
ー
ス
は
な
く
、
観
光
の
研
究

者
は
複
数
の
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゼ
ミ（
演
習
）で
は
学
部
の
特
徴
を
活

か
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
文
学
部
地
理
学
地
域
文
化
学
専

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま
ま
さ
ひ
こ
）

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。 大
阪
大
学
文
学
部
助
手
な
ど
を
経

て
現
職
。 専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行
の
文
化
史
。 近
代
期
の
旅
行

案
内
書
55
点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治
大
正
の
旅
行
　

旅
行
案
内
書
集
成
』全
26
巻（
ゆ
ま
に
書
房
、２
０
１
３
〜
２
０
１

５
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』全
号
復

刻（
ゆ
ま
に
書
房
、２
０
１
７
年
〜
２
０
２
２
年
完
結
予
定
）の
監
修
を
行
っ
て
い
る
。 

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』（
創
元
社
、２
０
１
８
年
）。

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

関
西
学
院
大
学

文
学
部
・
地
理
学
地
域
文
化
学
専
修

荒
山
ゼ
ミ

「
現
在
目
の
前
に
あ
る
観
光
は
、必
ず
歴
史
の
地
層
を
持
っ
て
い
る
」

「
そ
の
積
み
重
な
り
を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
」

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

5
回

第文
学
部
で

観
光
を
学
ぶ
視
点

1
ゼ
ミ
生
に
よ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

分
析
と
考
察

3

古
書
資
料
を
通
し
て

旅
行
の
文
化
史
を

考
え
て
み
る

2

●
遊
覧
の
鹿
児
島

　
鹿
児
島
市
役
所
内
観
光
係
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
表
紙
に
は
こ
の

時
代
の
特
産
品
で
あ
る
桜
島
大
根
と
柑
橘
類

を
持
つ
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
は「
市
内
案
内
図
」

が
掲
載
さ
れ
、
市
内
44
ヶ
所
の
遊
覧
地
が
記

さ
れ
て
い
る
。こ
の
市
内
案
内
図
な
ど
か
ら

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
お
よ
そ
の
発
行
年
代
が
わ

か
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
遊
覧
地
の
ひ
と
つ
と

し
て
、「
商
工
奨
励
館
」が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
1
9
3
2（
昭
和
７
）年
に
鹿
児
島
県

商
品
陳
列
所
か
ら
鹿
児
島
県
商
工
奨
励
館
へ

と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
鹿
児
島

を
代
表
す
る
人
物
、
西
郷
隆
盛
に
関
連
す
る

遊
覧
地
が
７
ヶ
所
記
さ
れ
て
い
る
が
、

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
設
置
さ
れ
た
西
郷

隆
盛
像
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
か
ら
1
9
3
7
（
昭

和
12
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
お
土
産
品
と

し
て
ボ
タ
ン
ア
メ
や
焼
酎
、
大
島
紬
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
お
土
産
リ
ス
ト
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
差
の

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
皇
紀
二
千
六
百
年 

鹿
児
島
」と

題
さ
れ
た
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
完
成
し
た

軍
服
姿
の
西
郷
隆
盛
像
の
写
真
が
表
紙
に
大

き
く
掲
載
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は「
遊
覧
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
特
産
品
の
イ
ラ
ス
ト

も
な
く
な
っ
た
。 

　
皇
紀
二
千
六
百
年
、
す
な
わ
ち
1
9
4
0

（
昭
和
15
）年
に
は
、
娯
楽
と
し
て
の
観
光
旅

行
と
い
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
を
2

枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
比
較
を
通
し
て
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
牧
田
梨
紗
）

●
福
岡
市
と
近
郊

　
1
9
3
0
年
代
後
半
か
ら
1
9
4
0
年
の

間
に
出
版
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

福
岡
市
内
と
近
郊
を
め
ぐ
る
遊
覧
バ
ス
案
内

れ
た
も
の
も
存
在
し
た
。し
か
し
、
そ
う
し
た

新
し
い
近
代
の
事
物
が
あ
っ
て
も
、
伝
統
的

な「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
成
立
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

（
生
越
啓
人
）

●
京
阪
電
車

　沿
線
御
案
内

　
京
阪
電
車
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
沿
線
案

内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。鉄
道
路
線
の
開

通
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
発
行
は
1
9
3
0

年
代
半
ば
頃
で
あ
る
。

　
旅
行
の
案
内
は
滋
賀
、京
都
、大
阪
に
ま
た

が
り
、
表
紙
に
10
の
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、寺
院
、神
社
、紅
葉
、名
勝
、

桜
、松
茸
、梅
、学
校
、御
陵
、経
営
住
宅
地
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
山
本
真
愛
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
分
析
と

考
察
の
一
端
を
並
べ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
リ

ポ
ー
ト
の
全
容
は
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

や
、現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
博
多
織
、

博
多
人
形
な
ど
が
名
産
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
福
岡
市
近
郊
に
は
近
世
か
ら
の
名
所
地
で

あ
る
太
宰
府
天
満
宮
が
あ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。太
宰
府
天
満
宮
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、

1
9
0
2（
明
治
35
）年
に
太
宰
府
馬
車
鉄
道

が
開
通
し
、
1
9
1
3（
大
正
2
）年
に
は
馬

車
か
ら
蒸
気
機
関
車
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。こ
の
路
線
は
後
に
九
州
鉄
道
と

合
併
し
、
福
岡
市
内
か
ら
の
直
通
電
車
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
交
通
機
関
の

発
達
に
よ
っ
て
、
次
第
に
多
く
の
人
が
太
宰

府
天
満
宮
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
福
岡
市
内
と
近
郊
の
観
光
の
基
礎
は
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
た
80
年
前
に

は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
山
田
紗
友
美
）

●
栃
木
温
泉 

阿
蘇
登
山

　
阿
蘇
山
麓
の
栃
木
温
泉
に
あ
る
小
山
旅
館

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。1
9
2
7（
昭
和

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
京
阪
神
か

ら
屋
島
や
琴
平
を
め
ぐ
る
3
日
間
の
旅
程
で
、

旅
費
は
約
10
円（
現
在
の
価
格
で
約
2
万
円
）

と
比
較
的
手
頃
で
あ
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
讃
岐
地
方
の
遊
覧
地

が
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ン

ス
姿
の
少
女
が
描
か
れ
た
塩
之
江
温
泉
が
目

に
と
ま
っ
た
。こ
の
時
代
の
塩
之
江
温
泉
に

は
、
宝
塚
歌
劇
団
と
非
常
に
よ
く
似
た
少
女

歌
劇
団
が
あ
っ
た
。こ
の
歌
劇
団
は
二
つ
の

組
に
分
か
れ
て
お
り
、
昼
と
夕
方
に
温
泉
地

の
演
芸
場
で
公
演
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。 

（
濱
崎
哲
士
）

●
土
佐
航
路
案
内

　
高
知
県
へ
の
航
路
を
運
航
し
て
い
た
土
佐

商
船
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。表
紙
に
は
特
産
品
の
文
旦

が
描
か
れ
て
い
て
、
女
性
の
着
物
は
土
佐
紬

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
知
県
の
偉
人
、
坂
本
龍
馬
に
関
す
る
名

所
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
1
9
2
8

（
昭
和
３
）年
に
本
山
白
雲
に
よ
っ
て
制
作
さ

か
っ
た
。ゼ
ミ
生
達
た
ち
、お
よ
そ
80
〜
90
年

前
の
資
料
を
手
に
し
て
、
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
、何
か
を
発
見
し
、少
し
ず
つ
疑
問
を

解
い
て
い
っ
た
。

　
大
学
入
学
当
初
の
学
生
た
ち
は
、
観
光
を

勉
強
す
る
こ
と
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
も
な

く
、
現
在
の
観
光
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、現
在
目

の
前
に
あ
る
観
光
は
、
必
ず
歴
史
の
地
層
を

持
っ
て
い
る
。観
光
を
楽
し
み
、経
験
す
る
だ

け
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
地
層
を
掘
り
返
す

必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、過
去
に
使
用
さ
れ
、今
日
に
ま

で
残
さ
れ
た
古
書
資
料
＝
観
光
の
痕
跡
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
観
光
の
歴
史
の
存
在
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
積
み
重
な
り

を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、
大
学
で
観

光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
こ
う
し
て
古
書
資
料
の
存

在
を
知
り
、使
い
方
を
学
ん
だ
う
え
で
、卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。観

光
の
事
典
や
年
表
に
記
載
も
な
く
、
全
く
知

ら
な
か
っ
た
事
例
を
ゼ
ミ
生
の
発
表
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
や
ま
　
ま
さ
ひ
こ
）
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日
向
観
光
協
会
に
よ
っ
て
1
9
4
0
（
昭

和
15
）年
に
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、

神
武
天
皇
東
征
遍
路
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
所

を
中
心
と
し
た
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。宮
崎

県
は
皇
祖
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
聖
地
巡
礼
を

目
的
と
し
た
旅
行
者
を
集
め
て
い
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
中

央
に
は
こ
の
年
に
竣
工
し
た
「
八
紘
之
基
柱

（
あ
め
つ
ち
の
も
と
は
し
ら
）」が
描
か
れ
、「
天

孫
降
臨
」
と
「
皇
祖
発
祥
」
が
図
の
主
題
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、渓
谷
な
ど
の
自
然
の

風
景
や
温
泉
な
ど
の
娯
楽
施
設
も
記
さ
れ
て

お
り
、聖
地
巡
礼
と
い
い
な
が
ら
も
、遊
覧
の

要
素
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の

時
代
の
観
光
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

（
和
田
林
槙
子
）

●
出
雲
大
社
御
案
内

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
東
京
の
日
本
名

所
図
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
出
雲
大
社

前
で
現
在
も
営
業
を
続
け
る
竹
野
屋
旅
館
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴
は
「
書
簡
図

絵
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、通
信
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
に
出
雲

大
社
で
の
思
い
出
な
ど
を
書
き
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
金
子
常
光
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
出
雲
大

社
を
中
心
に
し
て
、
遠
く
下
関
や
朝
鮮
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
。作
者
の
金
子
常
光
は
、

か
つ
て
は
吉
田
初
三
郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
小
山
吉
三
が
「
日

本
名
所
図
会
社
」を
設
立
す
る
と
、初
三
郎
の

も
と
を
離
れ
、
日
本
名
所
図
会
社
に
合
流
し

て
多
く
の
鳥
瞰
図
を
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
荻
野
隼
宏
）

●
讃
岐
遊
覧
案
内

　
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
２
月
に
大
阪
商
船

会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
、
表
紙
と
地
図
に
は
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ

れ
て
い
る
。主
に
京
阪
神
か
ら
の
旅
行
客
を

対
象
と
し
て
い
る
。

2
）
年
6
月
14
日
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷

は
、
熊
本
県
か
ら
遠
く
離
れ
た
神
戸
市
の
三

精
堂
印
刷
所
で
行
わ
れ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、こ
の
当
時
、小

山
旅
館
に
は
2
0
0
あ
ま
り
の
客
室
が
あ
り
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
多
く
の

旅
行
客
が
訪
れ
た
。西
郷
隆
盛
や
与
謝
野
晶

子
、ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、そ
し
て
亡
命
中
の
孫

文
も
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
旅
館
を
含
め
た
鳥
瞰

図
が
あ
り
、「
鮎
返
り
の
滝
」に
面
し
た
旅
館

の
建
物
、
そ
し
て
旅
館
か
ら
阿
蘇
へ
と
通
じ

る
登
山
道
が
描
か
れ
、
登
山
道
の
途
中
に
は

「
小
山
旅
館
特
設
休
憩
所
」
と
「
小
山
旅
館
山

上
出
張
所
」が
描
か
れ
て
い
る
。小
山
旅
館
で

は
、
阿
蘇
登
山
の
順
路
の
案
内
や
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
小
山
旅
館
は
、
近
年
ま
で
は
確
実
に

営
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 
（
岡
本
真
依
）

●
紀
元
二
千
六
百
年
に
輝
く
聖
地
日
向

（
1
9
2
9
・
昭
和
4
年
〜
1
9
3
6
・
昭
和

11
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
編『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0
・
大

正
9
年
〜
）を
参
照
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
資
料
と
同
じ
地
域
を
対
象
と

し
た
他
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
上
で
調

べ
比
較
し
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
発
行

年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
た
め
、お
よ
そ
の
発
行
年
に
つ
い
て「
状

況
証
拠
」を
並
べ
な
が
ら
推
測
し
た
。

　
10
名
の
ゼ
ミ
生
が
担
当
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、九
州
地
方（
4
点
）、瀬
戸
内
海
と
中
四

国
地
方（
4
点
）、関
西
地
方（
2
点
）と
、関
西

の
学
生
た
ち
に
も
馴
染
み
の
あ
る
場
所
の
も

の
と
し
た
。な
お
、今
回
の
分
析
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
主
に
東
日
本
の
旅
行
案
内
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
分
析
と
考
察
を
、
夏
休

み
の
宿
題
と
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。

　
以
下
に
ゼ
ミ
生
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
分

析
の
一
端
を
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
書
影
画
像

と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。本
文
に
は
適
宜
筆

者
が
加
筆
修
正
を
し
た
。

れ
た
坂
本
龍
馬
像
も
、
桂
浜
の
み
ど
こ
ろ
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
大
阪
・
神

戸
を
起
点
と
し
た
室
戸
岬
遊
覧
を
含
む
高
知

県
へ
の
５
日
間
の
旅
程
で
、お
よ
そ
30
円（
現

在
の
価
格
で
約
６
万
円
）の
旅
費
で
あ
っ
た
。

（
久
保
拓
実
）

●
恵
門
の
不
動

　開
帳
御
案
内

　
大
阪
商
船
会
社
、
屋
島
登
山
ケ
ー
ブ
ル
会

社
な
ど
計
9
社
の
後
援
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。恵
門
（
け
も
ん
）

の
不
動
と
は
、
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の

一
つ
で
、
洞
窟
内
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ

て
い
る
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
33
年
ご

と
に
約
50
日
間
の
御
開
帳
が
あ
り
、
こ
の
行

事
に
あ
わ
せ
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
現
在
で
は
御
開
帳
は
30
年
に
一
度
と

な
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
恵
門
開
扉
参
拝
と

あ
わ
せ
て
源
平
古
戦
場
の
屋
島
や
壇
ノ
浦
、

そ
し
て
高
松
の
栗
林
公
園
へ
の
遊
覧
な
ど
も

宣
伝
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　  

（
西 

能
克
）

●
近
江
八
景
め
ぐ
り

　
琵
琶
湖
で
遊
覧
船
を
運
航
し
て
い
た
太
湖

汽
船
会
社
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
、
本
文
に
皇
紀
2
5
9
7
の
表
記

が
あ
る
の
で
出
版
は
1
9
3
7（
昭
和
12
）年

で
あ
る
。

　
近
江
八
景
は
、
中
国
湖
南
省
の
瀟
湘
八
景

に
由
来
す
る
8
つ
の
名
勝
で
、
鉄
道
唱
歌
の

東
海
道
篇
39
番
か
ら
43
番
に
か
け
て
も
、
近

江
八
景
の
す
べ
て
が
登
場
し
て
い
る
。

『
日
本
案
内
記
』と『
旅
程
と
費
用
概
算
』を
参

考
に
す
る
と
、
運
航
は
3
月
中
旬
か
ら
10
月

末
頃
ま
で
の
毎
日
と
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の

日
曜
と
休
日
で
、
近
江
八
景
め
ぐ
り
の
遊
覧

船
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
の

5
時
間
半
に
お
よ
ぶ
長
い
船
旅
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
す
で
に
琵
琶
湖
沿
岸
は

近
世
の
風
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
失
わ
れ

た
風
景
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
再
建
さ

修
の
教
員
と
し
て
、観
光
の
文
化
的
な
面
を

学
ぶ
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
る
。一
学
年
あ
た

り
の
ゼ
ミ
の
学
生
数
は
お
よ
そ
10
名
と
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
い
。

　
文
学
部
に
は
地
理
学
の
ほ
か
に
、哲
学
、美

学
、歴
史
学
、文
学
、語
学
、心
理
学
な
ど
の
学

問
領
域
が
同
居
し
て
い
る
。こ
う
し
た
学
際

的
な
学
部
環
境
の
な
か
で
、
観
光
を
学
ぶ
視

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。社
会
科
学
と
は
異

な
る
人
文
科
学
と
し
て
の
観
光
研
究
と
は
如

何
な
る
も
の
な
の
か
。こ
の
こ
と
を
筆
者
な

り
に
考
え
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、こ

こ
数
年
は
、
観
光
に
関
わ
る
歴
史
的
な
資
料

を
読
む
こ
と
、
古
書
資
料
の
な
か
に
過
去
に

あ
っ
た
観
光
の
姿
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
観
光
」の
か
わ
り
に「
旅
行
」と
い

う
言
葉
を
使
い
、
ゼ
ミ
で
は
「
旅
行
の
文
化

史
」を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。こ
こ
で

は
そ
う
し
た
ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

　
2
0
1
9
年
度
の
三
年
生
を
対
象
と
し
た

ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、

一
枚
も
の
の
古
書
資
料
を
手
に
し
て
、
そ
の

内
容
を
読
み
解
き
、分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。

古
書
の
資
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、
旅
行

案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）で

あ
る
。

　
旅
行
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
は
、
折
帖

や
折
り
た
た
み
に
さ
れ
た
一
枚
も
の
で
、
イ

ラ
ス
ト
、
地
図
、
鳥
瞰
図
、
写
真
な
ど
の
画
像

と
、
旅
行
地
を
案
内
す
る
文
章
が
書
か
れ
て

い
る
。古
書
店
業
界
で
は「
ぺ
ら
も
の
」、図
書

館
や
資
料
館
な
ど
で
は「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。日
本
で
は
、1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
の
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
数
多
く
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
読
み
、
画
像
と
文

章
を
分
析
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資

料
を
調
べ
た
。た
と
え
ば
同
時
代
の
旅
行
の

状
況
を
客
観
的
に
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

日
本
全
国
を
網
羅
し
た
旅
行
案
内
書
で
あ
る

鉄
道
省
編
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻

　
関
西
学
院
大
学
に
は
、
観
光
を
冠
し
た
学

部
や
学
科
・
コ
ー
ス
は
な
く
、
観
光
の
研
究

者
は
複
数
の
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゼ
ミ（
演
習
）で
は
学
部
の
特
徴
を
活

か
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
文
学
部
地
理
学
地
域
文
化
学
専

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま
ま
さ
ひ
こ
）

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。 大
阪
大
学
文
学
部
助
手
な
ど
を
経

て
現
職
。 専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行
の
文
化
史
。 近
代
期
の
旅
行

案
内
書
55
点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治
大
正
の
旅
行
　

旅
行
案
内
書
集
成
』全
26
巻（
ゆ
ま
に
書
房
、２
０
１
３
〜
２
０
１

５
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』全
号
復

刻（
ゆ
ま
に
書
房
、２
０
１
７
年
〜
２
０
２
２
年
完
結
予
定
）の
監
修
を
行
っ
て
い
る
。 

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』（
創
元
社
、２
０
１
８
年
）。

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

関
西
学
院
大
学

文
学
部
・
地
理
学
地
域
文
化
学
専
修

荒
山
ゼ
ミ

「
現
在
目
の
前
に
あ
る
観
光
は
、必
ず
歴
史
の
地
層
を
持
っ
て
い
る
」

「
そ
の
積
み
重
な
り
を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、

大
学
で
観
光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
」

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

5
回

第文
学
部
で

観
光
を
学
ぶ
視
点

1
ゼ
ミ
生
に
よ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

分
析
と
考
察

3

古
書
資
料
を
通
し
て

旅
行
の
文
化
史
を

考
え
て
み
る

2

●
遊
覧
の
鹿
児
島

　
鹿
児
島
市
役
所
内
観
光
係
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
表
紙
に
は
こ
の

時
代
の
特
産
品
で
あ
る
桜
島
大
根
と
柑
橘
類

を
持
つ
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
は「
市
内
案
内
図
」

が
掲
載
さ
れ
、
市
内
44
ヶ
所
の
遊
覧
地
が
記

さ
れ
て
い
る
。こ
の
市
内
案
内
図
な
ど
か
ら

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
お
よ
そ
の
発
行
年
代
が
わ

か
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
遊
覧
地
の
ひ
と
つ
と

し
て
、「
商
工
奨
励
館
」が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
1
9
3
2（
昭
和
７
）年
に
鹿
児
島
県

商
品
陳
列
所
か
ら
鹿
児
島
県
商
工
奨
励
館
へ

と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
鹿
児
島

を
代
表
す
る
人
物
、
西
郷
隆
盛
に
関
連
す
る

遊
覧
地
が
７
ヶ
所
記
さ
れ
て
い
る
が
、

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
設
置
さ
れ
た
西
郷

隆
盛
像
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
か
ら
1
9
3
7
（
昭

和
12
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
お
土
産
品
と

し
て
ボ
タ
ン
ア
メ
や
焼
酎
、
大
島
紬
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
お
土
産
リ
ス
ト
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
差
の

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
皇
紀
二
千
六
百
年 

鹿
児
島
」と

題
さ
れ
た
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
完
成
し
た

軍
服
姿
の
西
郷
隆
盛
像
の
写
真
が
表
紙
に
大

き
く
掲
載
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は「
遊
覧
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
特
産
品
の
イ
ラ
ス
ト

も
な
く
な
っ
た
。 

　
皇
紀
二
千
六
百
年
、
す
な
わ
ち
1
9
4
0

（
昭
和
15
）年
に
は
、
娯
楽
と
し
て
の
観
光
旅

行
と
い
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
を
2

枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
比
較
を
通
し
て
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
牧
田
梨
紗
）

●
福
岡
市
と
近
郊

　
1
9
3
0
年
代
後
半
か
ら
1
9
4
0
年
の

間
に
出
版
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

福
岡
市
内
と
近
郊
を
め
ぐ
る
遊
覧
バ
ス
案
内

れ
た
も
の
も
存
在
し
た
。し
か
し
、
そ
う
し
た

新
し
い
近
代
の
事
物
が
あ
っ
て
も
、
伝
統
的

な「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
成
立
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

（
生
越
啓
人
）

●
京
阪
電
車

　沿
線
御
案
内

　
京
阪
電
車
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
沿
線
案

内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。鉄
道
路
線
の
開

通
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
発
行
は
1
9
3
0

年
代
半
ば
頃
で
あ
る
。

　
旅
行
の
案
内
は
滋
賀
、京
都
、大
阪
に
ま
た

が
り
、
表
紙
に
10
の
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、寺
院
、神
社
、紅
葉
、名
勝
、

桜
、松
茸
、梅
、学
校
、御
陵
、経
営
住
宅
地
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
山
本
真
愛
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
分
析
と

考
察
の
一
端
を
並
べ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
リ

ポ
ー
ト
の
全
容
は
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

や
、現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
博
多
織
、

博
多
人
形
な
ど
が
名
産
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
福
岡
市
近
郊
に
は
近
世
か
ら
の
名
所
地
で

あ
る
太
宰
府
天
満
宮
が
あ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。太
宰
府
天
満
宮
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、

1
9
0
2（
明
治
35
）年
に
太
宰
府
馬
車
鉄
道

が
開
通
し
、
1
9
1
3（
大
正
2
）年
に
は
馬

車
か
ら
蒸
気
機
関
車
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。こ
の
路
線
は
後
に
九
州
鉄
道
と

合
併
し
、
福
岡
市
内
か
ら
の
直
通
電
車
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
交
通
機
関
の

発
達
に
よ
っ
て
、
次
第
に
多
く
の
人
が
太
宰

府
天
満
宮
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
福
岡
市
内
と
近
郊
の
観
光
の
基
礎
は
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
た
80
年
前
に

は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
山
田
紗
友
美
）

●
栃
木
温
泉 

阿
蘇
登
山

　
阿
蘇
山
麓
の
栃
木
温
泉
に
あ
る
小
山
旅
館

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。1
9
2
7（
昭
和

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
京
阪
神
か

ら
屋
島
や
琴
平
を
め
ぐ
る
3
日
間
の
旅
程
で
、

旅
費
は
約
10
円（
現
在
の
価
格
で
約
2
万
円
）

と
比
較
的
手
頃
で
あ
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
讃
岐
地
方
の
遊
覧
地

が
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ン

ス
姿
の
少
女
が
描
か
れ
た
塩
之
江
温
泉
が
目

に
と
ま
っ
た
。こ
の
時
代
の
塩
之
江
温
泉
に

は
、
宝
塚
歌
劇
団
と
非
常
に
よ
く
似
た
少
女

歌
劇
団
が
あ
っ
た
。こ
の
歌
劇
団
は
二
つ
の

組
に
分
か
れ
て
お
り
、
昼
と
夕
方
に
温
泉
地

の
演
芸
場
で
公
演
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。 

（
濱
崎
哲
士
）

●
土
佐
航
路
案
内

　
高
知
県
へ
の
航
路
を
運
航
し
て
い
た
土
佐

商
船
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。表
紙
に
は
特
産
品
の
文
旦

が
描
か
れ
て
い
て
、
女
性
の
着
物
は
土
佐
紬

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
知
県
の
偉
人
、
坂
本
龍
馬
に
関
す
る
名

所
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
1
9
2
8

（
昭
和
３
）年
に
本
山
白
雲
に
よ
っ
て
制
作
さ

か
っ
た
。ゼ
ミ
生
達
た
ち
、お
よ
そ
80
〜
90
年

前
の
資
料
を
手
に
し
て
、
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
、何
か
を
発
見
し
、少
し
ず
つ
疑
問
を

解
い
て
い
っ
た
。

　
大
学
入
学
当
初
の
学
生
た
ち
は
、
観
光
を

勉
強
す
る
こ
と
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
も
な

く
、
現
在
の
観
光
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、現
在
目

の
前
に
あ
る
観
光
は
、
必
ず
歴
史
の
地
層
を

持
っ
て
い
る
。観
光
を
楽
し
み
、経
験
す
る
だ

け
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
地
層
を
掘
り
返
す

必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、過
去
に
使
用
さ
れ
、今
日
に
ま

で
残
さ
れ
た
古
書
資
料
＝
観
光
の
痕
跡
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
観
光
の
歴
史
の
存
在
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
積
み
重
な
り

を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、
大
学
で
観

光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
こ
う
し
て
古
書
資
料
の
存

在
を
知
り
、使
い
方
を
学
ん
だ
う
え
で
、卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。観

光
の
事
典
や
年
表
に
記
載
も
な
く
、
全
く
知

ら
な
か
っ
た
事
例
を
ゼ
ミ
生
の
発
表
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
や
ま
　
ま
さ
ひ
こ
）
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日
向
観
光
協
会
に
よ
っ
て
1
9
4
0
（
昭

和
15
）年
に
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、

神
武
天
皇
東
征
遍
路
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
所

を
中
心
と
し
た
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。宮
崎

県
は
皇
祖
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
聖
地
巡
礼
を

目
的
と
し
た
旅
行
者
を
集
め
て
い
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
中

央
に
は
こ
の
年
に
竣
工
し
た
「
八
紘
之
基
柱

（
あ
め
つ
ち
の
も
と
は
し
ら
）」が
描
か
れ
、「
天

孫
降
臨
」
と
「
皇
祖
発
祥
」
が
図
の
主
題
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、渓
谷
な
ど
の
自
然
の

風
景
や
温
泉
な
ど
の
娯
楽
施
設
も
記
さ
れ
て

お
り
、聖
地
巡
礼
と
い
い
な
が
ら
も
、遊
覧
の

要
素
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の

時
代
の
観
光
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

（
和
田
林
槙
子
）

●
出
雲
大
社
御
案
内

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
東
京
の
日
本
名

所
図
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
出
雲
大
社

前
で
現
在
も
営
業
を
続
け
る
竹
野
屋
旅
館
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴
は
「
書
簡
図

絵
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、通
信
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
に
出
雲

大
社
で
の
思
い
出
な
ど
を
書
き
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
金
子
常
光
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
出
雲
大

社
を
中
心
に
し
て
、
遠
く
下
関
や
朝
鮮
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
。作
者
の
金
子
常
光
は
、

か
つ
て
は
吉
田
初
三
郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
小
山
吉
三
が
「
日

本
名
所
図
会
社
」を
設
立
す
る
と
、初
三
郎
の

も
と
を
離
れ
、
日
本
名
所
図
会
社
に
合
流
し

て
多
く
の
鳥
瞰
図
を
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
荻
野
隼
宏
）

●
讃
岐
遊
覧
案
内

　
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
２
月
に
大
阪
商
船

会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
、
表
紙
と
地
図
に
は
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ

れ
て
い
る
。主
に
京
阪
神
か
ら
の
旅
行
客
を

対
象
と
し
て
い
る
。

2
）
年
6
月
14
日
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷

は
、
熊
本
県
か
ら
遠
く
離
れ
た
神
戸
市
の
三

精
堂
印
刷
所
で
行
わ
れ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、こ
の
当
時
、小

山
旅
館
に
は
2
0
0
あ
ま
り
の
客
室
が
あ
り
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
多
く
の

旅
行
客
が
訪
れ
た
。西
郷
隆
盛
や
与
謝
野
晶

子
、ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、そ
し
て
亡
命
中
の
孫

文
も
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
旅
館
を
含
め
た
鳥
瞰

図
が
あ
り
、「
鮎
返
り
の
滝
」に
面
し
た
旅
館

の
建
物
、
そ
し
て
旅
館
か
ら
阿
蘇
へ
と
通
じ

る
登
山
道
が
描
か
れ
、
登
山
道
の
途
中
に
は

「
小
山
旅
館
特
設
休
憩
所
」
と
「
小
山
旅
館
山

上
出
張
所
」が
描
か
れ
て
い
る
。小
山
旅
館
で

は
、
阿
蘇
登
山
の
順
路
の
案
内
や
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
小
山
旅
館
は
、
近
年
ま
で
は
確
実
に

営
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 
（
岡
本
真
依
）

●
紀
元
二
千
六
百
年
に
輝
く
聖
地
日
向

（
1
9
2
9
・
昭
和
4
年
〜
1
9
3
6
・
昭
和

11
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
編『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0
・
大

正
9
年
〜
）を
参
照
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
資
料
と
同
じ
地
域
を
対
象
と

し
た
他
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
上
で
調

べ
比
較
し
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
発
行

年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
た
め
、お
よ
そ
の
発
行
年
に
つ
い
て「
状

況
証
拠
」を
並
べ
な
が
ら
推
測
し
た
。

　
10
名
の
ゼ
ミ
生
が
担
当
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、九
州
地
方（
4
点
）、瀬
戸
内
海
と
中
四

国
地
方（
4
点
）、関
西
地
方（
2
点
）と
、関
西

の
学
生
た
ち
に
も
馴
染
み
の
あ
る
場
所
の
も

の
と
し
た
。な
お
、今
回
の
分
析
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
主
に
東
日
本
の
旅
行
案
内
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
分
析
と
考
察
を
、
夏
休

み
の
宿
題
と
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。

　
以
下
に
ゼ
ミ
生
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
分

析
の
一
端
を
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
書
影
画
像

と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。本
文
に
は
適
宜
筆

者
が
加
筆
修
正
を
し
た
。

れ
た
坂
本
龍
馬
像
も
、
桂
浜
の
み
ど
こ
ろ
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
大
阪
・
神

戸
を
起
点
と
し
た
室
戸
岬
遊
覧
を
含
む
高
知

県
へ
の
５
日
間
の
旅
程
で
、お
よ
そ
30
円（
現

在
の
価
格
で
約
６
万
円
）の
旅
費
で
あ
っ
た
。

（
久
保
拓
実
）

●
恵
門
の
不
動

　開
帳
御
案
内

　
大
阪
商
船
会
社
、
屋
島
登
山
ケ
ー
ブ
ル
会

社
な
ど
計
9
社
の
後
援
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。恵
門
（
け
も
ん
）

の
不
動
と
は
、
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の

一
つ
で
、
洞
窟
内
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ

て
い
る
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
33
年
ご

と
に
約
50
日
間
の
御
開
帳
が
あ
り
、
こ
の
行

事
に
あ
わ
せ
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
現
在
で
は
御
開
帳
は
30
年
に
一
度
と

な
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
恵
門
開
扉
参
拝
と

あ
わ
せ
て
源
平
古
戦
場
の
屋
島
や
壇
ノ
浦
、

そ
し
て
高
松
の
栗
林
公
園
へ
の
遊
覧
な
ど
も

宣
伝
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　  

（
西 

能
克
）

●
近
江
八
景
め
ぐ
り

　
琵
琶
湖
で
遊
覧
船
を
運
航
し
て
い
た
太
湖

汽
船
会
社
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
、
本
文
に
皇
紀
2
5
9
7
の
表
記

が
あ
る
の
で
出
版
は
1
9
3
7（
昭
和
12
）年

で
あ
る
。

　
近
江
八
景
は
、
中
国
湖
南
省
の
瀟
湘
八
景

に
由
来
す
る
8
つ
の
名
勝
で
、
鉄
道
唱
歌
の

東
海
道
篇
39
番
か
ら
43
番
に
か
け
て
も
、
近

江
八
景
の
す
べ
て
が
登
場
し
て
い
る
。

『
日
本
案
内
記
』と『
旅
程
と
費
用
概
算
』を
参

考
に
す
る
と
、
運
航
は
3
月
中
旬
か
ら
10
月

末
頃
ま
で
の
毎
日
と
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の

日
曜
と
休
日
で
、
近
江
八
景
め
ぐ
り
の
遊
覧

船
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
の

5
時
間
半
に
お
よ
ぶ
長
い
船
旅
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
す
で
に
琵
琶
湖
沿
岸
は

近
世
の
風
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
失
わ
れ

た
風
景
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
再
建
さ

修
の
教
員
と
し
て
、観
光
の
文
化
的
な
面
を

学
ぶ
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
る
。一
学
年
あ
た

り
の
ゼ
ミ
の
学
生
数
は
お
よ
そ
10
名
と
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
い
。

　
文
学
部
に
は
地
理
学
の
ほ
か
に
、哲
学
、美

学
、歴
史
学
、文
学
、語
学
、心
理
学
な
ど
の
学

問
領
域
が
同
居
し
て
い
る
。こ
う
し
た
学
際

的
な
学
部
環
境
の
な
か
で
、
観
光
を
学
ぶ
視

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。社
会
科
学
と
は
異

な
る
人
文
科
学
と
し
て
の
観
光
研
究
と
は
如

何
な
る
も
の
な
の
か
。こ
の
こ
と
を
筆
者
な

り
に
考
え
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、こ

こ
数
年
は
、
観
光
に
関
わ
る
歴
史
的
な
資
料

を
読
む
こ
と
、
古
書
資
料
の
な
か
に
過
去
に

あ
っ
た
観
光
の
姿
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
観
光
」の
か
わ
り
に「
旅
行
」と
い

う
言
葉
を
使
い
、
ゼ
ミ
で
は
「
旅
行
の
文
化

史
」を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。こ
こ
で

は
そ
う
し
た
ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

　
2
0
1
9
年
度
の
三
年
生
を
対
象
と
し
た

ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、

一
枚
も
の
の
古
書
資
料
を
手
に
し
て
、
そ
の

内
容
を
読
み
解
き
、分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。

古
書
の
資
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、
旅
行

案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）で

あ
る
。

　
旅
行
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
は
、
折
帖

や
折
り
た
た
み
に
さ
れ
た
一
枚
も
の
で
、
イ

ラ
ス
ト
、
地
図
、
鳥
瞰
図
、
写
真
な
ど
の
画
像

と
、
旅
行
地
を
案
内
す
る
文
章
が
書
か
れ
て

い
る
。古
書
店
業
界
で
は「
ぺ
ら
も
の
」、図
書

館
や
資
料
館
な
ど
で
は「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。日
本
で
は
、1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
の
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
数
多
く
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
読
み
、
画
像
と
文

章
を
分
析
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資

料
を
調
べ
た
。た
と
え
ば
同
時
代
の
旅
行
の

状
況
を
客
観
的
に
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

日
本
全
国
を
網
羅
し
た
旅
行
案
内
書
で
あ
る

鉄
道
省
編
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻

　
関
西
学
院
大
学
に
は
、
観
光
を
冠
し
た
学

部
や
学
科
・
コ
ー
ス
は
な
く
、
観
光
の
研
究

者
は
複
数
の
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゼ
ミ（
演
習
）で
は
学
部
の
特
徴
を
活

か
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
文
学
部
地
理
学
地
域
文
化
学
専

お
わ
り
に

4

●
遊
覧
の
鹿
児
島

　
鹿
児
島
市
役
所
内
観
光
係
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
表
紙
に
は
こ
の

時
代
の
特
産
品
で
あ
る
桜
島
大
根
と
柑
橘
類

を
持
つ
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
は「
市
内
案
内
図
」

が
掲
載
さ
れ
、
市
内
44
ヶ
所
の
遊
覧
地
が
記

さ
れ
て
い
る
。こ
の
市
内
案
内
図
な
ど
か
ら

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
お
よ
そ
の
発
行
年
代
が
わ

か
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
遊
覧
地
の
ひ
と
つ
と

し
て
、「
商
工
奨
励
館
」が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
1
9
3
2（
昭
和
７
）年
に
鹿
児
島
県

商
品
陳
列
所
か
ら
鹿
児
島
県
商
工
奨
励
館
へ

と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
鹿
児
島

を
代
表
す
る
人
物
、
西
郷
隆
盛
に
関
連
す
る

遊
覧
地
が
７
ヶ
所
記
さ
れ
て
い
る
が
、

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
設
置
さ
れ
た
西
郷

隆
盛
像
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
か
ら
1
9
3
7
（
昭

和
12
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
お
土
産
品
と

し
て
ボ
タ
ン
ア
メ
や
焼
酎
、
大
島
紬
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
お
土
産
リ
ス
ト
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
差
の

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
皇
紀
二
千
六
百
年 

鹿
児
島
」と

題
さ
れ
た
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
完
成
し
た

軍
服
姿
の
西
郷
隆
盛
像
の
写
真
が
表
紙
に
大

き
く
掲
載
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は「
遊
覧
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
特
産
品
の
イ
ラ
ス
ト

も
な
く
な
っ
た
。 

　
皇
紀
二
千
六
百
年
、
す
な
わ
ち
1
9
4
0

（
昭
和
15
）年
に
は
、
娯
楽
と
し
て
の
観
光
旅

行
と
い
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
を
2

枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
比
較
を
通
し
て
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
牧
田
梨
紗
）

●
福
岡
市
と
近
郊

　
1
9
3
0
年
代
後
半
か
ら
1
9
4
0
年
の

間
に
出
版
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

福
岡
市
内
と
近
郊
を
め
ぐ
る
遊
覧
バ
ス
案
内

れ
た
も
の
も
存
在
し
た
。し
か
し
、
そ
う
し
た

新
し
い
近
代
の
事
物
が
あ
っ
て
も
、
伝
統
的

な「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
成
立
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

（
生
越
啓
人
）

●
京
阪
電
車

　沿
線
御
案
内

　
京
阪
電
車
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
沿
線
案

内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。鉄
道
路
線
の
開

通
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
発
行
は
1
9
3
0

年
代
半
ば
頃
で
あ
る
。

　
旅
行
の
案
内
は
滋
賀
、京
都
、大
阪
に
ま
た

が
り
、
表
紙
に
10
の
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、寺
院
、神
社
、紅
葉
、名
勝
、

桜
、松
茸
、梅
、学
校
、御
陵
、経
営
住
宅
地
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
山
本
真
愛
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
分
析
と

考
察
の
一
端
を
並
べ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
リ

ポ
ー
ト
の
全
容
は
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

や
、現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
博
多
織
、

博
多
人
形
な
ど
が
名
産
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
福
岡
市
近
郊
に
は
近
世
か
ら
の
名
所
地
で

あ
る
太
宰
府
天
満
宮
が
あ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。太
宰
府
天
満
宮
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、

1
9
0
2（
明
治
35
）年
に
太
宰
府
馬
車
鉄
道

が
開
通
し
、
1
9
1
3（
大
正
2
）年
に
は
馬

車
か
ら
蒸
気
機
関
車
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。こ
の
路
線
は
後
に
九
州
鉄
道
と

合
併
し
、
福
岡
市
内
か
ら
の
直
通
電
車
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
交
通
機
関
の

発
達
に
よ
っ
て
、
次
第
に
多
く
の
人
が
太
宰

府
天
満
宮
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
福
岡
市
内
と
近
郊
の
観
光
の
基
礎
は
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
た
80
年
前
に

は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
山
田
紗
友
美
）

●
栃
木
温
泉 

阿
蘇
登
山

　
阿
蘇
山
麓
の
栃
木
温
泉
に
あ
る
小
山
旅
館

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。1
9
2
7（
昭
和

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
京
阪
神
か

ら
屋
島
や
琴
平
を
め
ぐ
る
3
日
間
の
旅
程
で
、

旅
費
は
約
10
円（
現
在
の
価
格
で
約
2
万
円
）

と
比
較
的
手
頃
で
あ
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
讃
岐
地
方
の
遊
覧
地

が
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ン

ス
姿
の
少
女
が
描
か
れ
た
塩
之
江
温
泉
が
目

に
と
ま
っ
た
。こ
の
時
代
の
塩
之
江
温
泉
に

は
、
宝
塚
歌
劇
団
と
非
常
に
よ
く
似
た
少
女

歌
劇
団
が
あ
っ
た
。こ
の
歌
劇
団
は
二
つ
の

組
に
分
か
れ
て
お
り
、
昼
と
夕
方
に
温
泉
地

の
演
芸
場
で
公
演
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。 

（
濱
崎
哲
士
）

●
土
佐
航
路
案
内

　
高
知
県
へ
の
航
路
を
運
航
し
て
い
た
土
佐

商
船
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。表
紙
に
は
特
産
品
の
文
旦

が
描
か
れ
て
い
て
、
女
性
の
着
物
は
土
佐
紬

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
知
県
の
偉
人
、
坂
本
龍
馬
に
関
す
る
名

所
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
1
9
2
8

（
昭
和
３
）年
に
本
山
白
雲
に
よ
っ
て
制
作
さ

か
っ
た
。ゼ
ミ
生
達
た
ち
、お
よ
そ
80
〜
90
年

前
の
資
料
を
手
に
し
て
、
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
、何
か
を
発
見
し
、少
し
ず
つ
疑
問
を

解
い
て
い
っ
た
。

　
大
学
入
学
当
初
の
学
生
た
ち
は
、
観
光
を

勉
強
す
る
こ
と
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
も
な

く
、
現
在
の
観
光
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、現
在
目

の
前
に
あ
る
観
光
は
、
必
ず
歴
史
の
地
層
を

持
っ
て
い
る
。観
光
を
楽
し
み
、経
験
す
る
だ

け
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
地
層
を
掘
り
返
す

必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、過
去
に
使
用
さ
れ
、今
日
に
ま

で
残
さ
れ
た
古
書
資
料
＝
観
光
の
痕
跡
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
観
光
の
歴
史
の
存
在
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
積
み
重
な
り

を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、
大
学
で
観

光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
こ
う
し
て
古
書
資
料
の
存

在
を
知
り
、使
い
方
を
学
ん
だ
う
え
で
、卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。観

光
の
事
典
や
年
表
に
記
載
も
な
く
、
全
く
知

ら
な
か
っ
た
事
例
を
ゼ
ミ
生
の
発
表
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
や
ま
　
ま
さ
ひ
こ
）
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日
向
観
光
協
会
に
よ
っ
て
1
9
4
0
（
昭

和
15
）年
に
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、

神
武
天
皇
東
征
遍
路
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
所

を
中
心
と
し
た
案
内
が
さ
れ
て
い
る
。宮
崎

県
は
皇
祖
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
聖
地
巡
礼
を

目
的
と
し
た
旅
行
者
を
集
め
て
い
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
中

央
に
は
こ
の
年
に
竣
工
し
た
「
八
紘
之
基
柱

（
あ
め
つ
ち
の
も
と
は
し
ら
）」が
描
か
れ
、「
天

孫
降
臨
」
と
「
皇
祖
発
祥
」
が
図
の
主
題
に

な
っ
て
い
る
。し
か
し
、渓
谷
な
ど
の
自
然
の

風
景
や
温
泉
な
ど
の
娯
楽
施
設
も
記
さ
れ
て

お
り
、聖
地
巡
礼
と
い
い
な
が
ら
も
、遊
覧
の

要
素
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の

時
代
の
観
光
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。 

（
和
田
林
槙
子
）

●
出
雲
大
社
御
案
内

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
東
京
の
日
本
名

所
図
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
出
雲
大
社

前
で
現
在
も
営
業
を
続
け
る
竹
野
屋
旅
館
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
特
徴
は
「
書
簡
図

絵
」と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、通
信
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
こ
に
出
雲

大
社
で
の
思
い
出
な
ど
を
書
き
、
切
手
を

貼
っ
て
投
函
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
金
子
常
光
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
鳥
瞰
図
が
あ
り
、
出
雲
大

社
を
中
心
に
し
て
、
遠
く
下
関
や
朝
鮮
ま
で

描
き
込
ま
れ
て
い
る
。作
者
の
金
子
常
光
は
、

か
つ
て
は
吉
田
初
三
郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
小
山
吉
三
が
「
日

本
名
所
図
会
社
」を
設
立
す
る
と
、初
三
郎
の

も
と
を
離
れ
、
日
本
名
所
図
会
社
に
合
流
し

て
多
く
の
鳥
瞰
図
を
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
荻
野
隼
宏
）

●
讃
岐
遊
覧
案
内

　
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
２
月
に
大
阪
商
船

会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
、
表
紙
と
地
図
に
は
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ

れ
て
い
る
。主
に
京
阪
神
か
ら
の
旅
行
客
を

対
象
と
し
て
い
る
。

2
）
年
6
月
14
日
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷

は
、
熊
本
県
か
ら
遠
く
離
れ
た
神
戸
市
の
三

精
堂
印
刷
所
で
行
わ
れ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、こ
の
当
時
、小

山
旅
館
に
は
2
0
0
あ
ま
り
の
客
室
が
あ
り
、

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て
多
く
の

旅
行
客
が
訪
れ
た
。西
郷
隆
盛
や
与
謝
野
晶

子
、ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、そ
し
て
亡
命
中
の
孫

文
も
滞
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
旅
館
を
含
め
た
鳥
瞰

図
が
あ
り
、「
鮎
返
り
の
滝
」に
面
し
た
旅
館

の
建
物
、
そ
し
て
旅
館
か
ら
阿
蘇
へ
と
通
じ

る
登
山
道
が
描
か
れ
、
登
山
道
の
途
中
に
は

「
小
山
旅
館
特
設
休
憩
所
」
と
「
小
山
旅
館
山

上
出
張
所
」が
描
か
れ
て
い
る
。小
山
旅
館
で

は
、
阿
蘇
登
山
の
順
路
の
案
内
や
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
小
山
旅
館
は
、
近
年
ま
で
は
確
実
に

営
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 
（
岡
本
真
依
）

●
紀
元
二
千
六
百
年
に
輝
く
聖
地
日
向

（
1
9
2
9
・
昭
和
4
年
〜
1
9
3
6
・
昭
和

11
年
）と
、ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
編『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0
・
大

正
9
年
〜
）を
参
照
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
資
料
と
同
じ
地
域
を
対
象
と

し
た
他
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ウ
ェ
ブ
上
で
調

べ
比
較
し
た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
発
行

年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
た
め
、お
よ
そ
の
発
行
年
に
つ
い
て「
状

況
証
拠
」を
並
べ
な
が
ら
推
測
し
た
。

　
10
名
の
ゼ
ミ
生
が
担
当
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、九
州
地
方（
4
点
）、瀬
戸
内
海
と
中
四

国
地
方（
4
点
）、関
西
地
方（
2
点
）と
、関
西

の
学
生
た
ち
に
も
馴
染
み
の
あ
る
場
所
の
も

の
と
し
た
。な
お
、今
回
の
分
析
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
主
に
東
日
本
の
旅
行
案
内
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
関
す
る
分
析
と
考
察
を
、
夏
休

み
の
宿
題
と
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。

　
以
下
に
ゼ
ミ
生
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
分

析
の
一
端
を
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
書
影
画
像

と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。本
文
に
は
適
宜
筆

者
が
加
筆
修
正
を
し
た
。

れ
た
坂
本
龍
馬
像
も
、
桂
浜
の
み
ど
こ
ろ
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
大
阪
・
神

戸
を
起
点
と
し
た
室
戸
岬
遊
覧
を
含
む
高
知

県
へ
の
５
日
間
の
旅
程
で
、お
よ
そ
30
円（
現

在
の
価
格
で
約
６
万
円
）の
旅
費
で
あ
っ
た
。

（
久
保
拓
実
）

●
恵
門
の
不
動

　開
帳
御
案
内

　
大
阪
商
船
会
社
、
屋
島
登
山
ケ
ー
ブ
ル
会

社
な
ど
計
9
社
の
後
援
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。恵
門
（
け
も
ん
）

の
不
動
と
は
、
小
豆
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の

一
つ
で
、
洞
窟
内
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ

て
い
る
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
33
年
ご

と
に
約
50
日
間
の
御
開
帳
が
あ
り
、
こ
の
行

事
に
あ
わ
せ
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
現
在
で
は
御
開
帳
は
30
年
に
一
度
と

な
っ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
恵
門
開
扉
参
拝
と

あ
わ
せ
て
源
平
古
戦
場
の
屋
島
や
壇
ノ
浦
、

そ
し
て
高
松
の
栗
林
公
園
へ
の
遊
覧
な
ど
も

宣
伝
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　  

（
西 

能
克
）

●
近
江
八
景
め
ぐ
り

　
琵
琶
湖
で
遊
覧
船
を
運
航
し
て
い
た
太
湖

汽
船
会
社
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
、
本
文
に
皇
紀
2
5
9
7
の
表
記

が
あ
る
の
で
出
版
は
1
9
3
7（
昭
和
12
）年

で
あ
る
。

　
近
江
八
景
は
、
中
国
湖
南
省
の
瀟
湘
八
景

に
由
来
す
る
8
つ
の
名
勝
で
、
鉄
道
唱
歌
の

東
海
道
篇
39
番
か
ら
43
番
に
か
け
て
も
、
近

江
八
景
の
す
べ
て
が
登
場
し
て
い
る
。

『
日
本
案
内
記
』と『
旅
程
と
費
用
概
算
』を
参

考
に
す
る
と
、
運
航
は
3
月
中
旬
か
ら
10
月

末
頃
ま
で
の
毎
日
と
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の

日
曜
と
休
日
で
、
近
江
八
景
め
ぐ
り
の
遊
覧

船
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
の

5
時
間
半
に
お
よ
ぶ
長
い
船
旅
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
時
期
、
す
で
に
琵
琶
湖
沿
岸
は

近
世
の
風
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
失
わ
れ

た
風
景
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
再
建
さ

修
の
教
員
と
し
て
、観
光
の
文
化
的
な
面
を

学
ぶ
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
る
。一
学
年
あ
た

り
の
ゼ
ミ
の
学
生
数
は
お
よ
そ
10
名
と
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
で
は
な
い
。

　
文
学
部
に
は
地
理
学
の
ほ
か
に
、哲
学
、美

学
、歴
史
学
、文
学
、語
学
、心
理
学
な
ど
の
学

問
領
域
が
同
居
し
て
い
る
。こ
う
し
た
学
際

的
な
学
部
環
境
の
な
か
で
、
観
光
を
学
ぶ
視

点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。社
会
科
学
と
は
異

な
る
人
文
科
学
と
し
て
の
観
光
研
究
と
は
如

何
な
る
も
の
な
の
か
。こ
の
こ
と
を
筆
者
な

り
に
考
え
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、こ

こ
数
年
は
、
観
光
に
関
わ
る
歴
史
的
な
資
料

を
読
む
こ
と
、
古
書
資
料
の
な
か
に
過
去
に

あ
っ
た
観
光
の
姿
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、「
観
光
」の
か
わ
り
に「
旅
行
」と
い

う
言
葉
を
使
い
、
ゼ
ミ
で
は
「
旅
行
の
文
化

史
」を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。こ
こ
で

は
そ
う
し
た
ゼ
ミ
で
の
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

　
2
0
1
9
年
度
の
三
年
生
を
対
象
と
し
た

ゼ
ミ
で
は
、ゼ
ミ
生
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、

一
枚
も
の
の
古
書
資
料
を
手
に
し
て
、
そ
の

内
容
を
読
み
解
き
、分
析
と
考
察
を
行
っ
た
。

古
書
の
資
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、
旅
行

案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）で

あ
る
。

　
旅
行
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
は
、
折
帖

や
折
り
た
た
み
に
さ
れ
た
一
枚
も
の
で
、
イ

ラ
ス
ト
、
地
図
、
鳥
瞰
図
、
写
真
な
ど
の
画
像

と
、
旅
行
地
を
案
内
す
る
文
章
が
書
か
れ
て

い
る
。古
書
店
業
界
で
は「
ぺ
ら
も
の
」、図
書

館
や
資
料
館
な
ど
で
は「
エ
フ
ェ
メ
ラ
」と
呼

ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。日
本
で
は
、1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
の
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
数
多
く
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
読
み
、
画
像
と
文

章
を
分
析
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資

料
を
調
べ
た
。た
と
え
ば
同
時
代
の
旅
行
の

状
況
を
客
観
的
に
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

日
本
全
国
を
網
羅
し
た
旅
行
案
内
書
で
あ
る

鉄
道
省
編
『
日
本
案
内
記
』
全
8
巻

　
関
西
学
院
大
学
に
は
、
観
光
を
冠
し
た
学

部
や
学
科
・
コ
ー
ス
は
な
く
、
観
光
の
研
究

者
は
複
数
の
学
部
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ゼ
ミ（
演
習
）で
は
学
部
の
特
徴
を
活

か
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
文
学
部
地
理
学
地
域
文
化
学
専

お
わ
り
に

4

●
遊
覧
の
鹿
児
島

　
鹿
児
島
市
役
所
内
観
光
係
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
、
表
紙
に
は
こ
の

時
代
の
特
産
品
で
あ
る
桜
島
大
根
と
柑
橘
類

を
持
つ
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
は「
市
内
案
内
図
」

が
掲
載
さ
れ
、
市
内
44
ヶ
所
の
遊
覧
地
が
記

さ
れ
て
い
る
。こ
の
市
内
案
内
図
な
ど
か
ら

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
お
よ
そ
の
発
行
年
代
が
わ

か
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
遊
覧
地
の
ひ
と
つ
と

し
て
、「
商
工
奨
励
館
」が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
1
9
3
2（
昭
和
７
）年
に
鹿
児
島
県

商
品
陳
列
所
か
ら
鹿
児
島
県
商
工
奨
励
館
へ

と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
鹿
児
島

を
代
表
す
る
人
物
、
西
郷
隆
盛
に
関
連
す
る

遊
覧
地
が
７
ヶ
所
記
さ
れ
て
い
る
が
、

1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
設
置
さ
れ
た
西
郷

隆
盛
像
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
か
ら
1
9
3
7
（
昭

和
12
）
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
お
土
産
品
と

し
て
ボ
タ
ン
ア
メ
や
焼
酎
、
大
島
紬
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
お
土
産
リ
ス
ト
と
比
べ
て
も
あ
ま
り
差
の

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、「
皇
紀
二
千
六
百
年 

鹿
児
島
」と

題
さ
れ
た
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
1
9
3
7（
昭
和
12
）年
に
完
成
し
た

軍
服
姿
の
西
郷
隆
盛
像
の
写
真
が
表
紙
に
大

き
く
掲
載
さ
れ
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
は「
遊
覧
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
特
産
品
の
イ
ラ
ス
ト

も
な
く
な
っ
た
。 

　
皇
紀
二
千
六
百
年
、
す
な
わ
ち
1
9
4
0

（
昭
和
15
）年
に
は
、
娯
楽
と
し
て
の
観
光
旅

行
と
い
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
を
2

枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
比
較
を
通
し
て
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
牧
田
梨
紗
）

●
福
岡
市
と
近
郊

　
1
9
3
0
年
代
後
半
か
ら
1
9
4
0
年
の

間
に
出
版
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

福
岡
市
内
と
近
郊
を
め
ぐ
る
遊
覧
バ
ス
案
内

れ
た
も
の
も
存
在
し
た
。し
か
し
、
そ
う
し
た

新
し
い
近
代
の
事
物
が
あ
っ
て
も
、
伝
統
的

な「
近
江
八
景
め
ぐ
り
」と
い
う
旅
行
ス
タ
イ

ル
が
成
立
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

（
生
越
啓
人
）

●
京
阪
電
車

　沿
線
御
案
内

　
京
阪
電
車
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
沿
線
案

内
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。鉄
道
路
線
の
開

通
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
発
行
は
1
9
3
0

年
代
半
ば
頃
で
あ
る
。

　
旅
行
の
案
内
は
滋
賀
、京
都
、大
阪
に
ま
た

が
り
、
表
紙
に
10
の
マ
ー
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、寺
院
、神
社
、紅
葉
、名
勝
、

桜
、松
茸
、梅
、学
校
、御
陵
、経
営
住
宅
地
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
山
本
真
愛
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
分
析
と

考
察
の
一
端
を
並
べ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
リ

ポ
ー
ト
の
全
容
は
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

や
、現
在
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
博
多
織
、

博
多
人
形
な
ど
が
名
産
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
福
岡
市
近
郊
に
は
近
世
か
ら
の
名
所
地
で

あ
る
太
宰
府
天
満
宮
が
あ
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。太
宰
府
天
満
宮
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、

1
9
0
2（
明
治
35
）年
に
太
宰
府
馬
車
鉄
道

が
開
通
し
、
1
9
1
3（
大
正
2
）年
に
は
馬

車
か
ら
蒸
気
機
関
車
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。こ
の
路
線
は
後
に
九
州
鉄
道
と

合
併
し
、
福
岡
市
内
か
ら
の
直
通
電
車
が
走

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
交
通
機
関
の

発
達
に
よ
っ
て
、
次
第
に
多
く
の
人
が
太
宰

府
天
満
宮
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
福
岡
市
内
と
近
郊
の
観
光
の
基
礎
は
、
こ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
た
80
年
前
に

は
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
山
田
紗
友
美
）

●
栃
木
温
泉 

阿
蘇
登
山

　
阿
蘇
山
麓
の
栃
木
温
泉
に
あ
る
小
山
旅
館

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。1
9
2
7（
昭
和

『
旅
程
と
費
用
概
算
』に
よ
れ
ば
、
京
阪
神
か

ら
屋
島
や
琴
平
を
め
ぐ
る
3
日
間
の
旅
程
で
、

旅
費
は
約
10
円（
現
在
の
価
格
で
約
2
万
円
）

と
比
較
的
手
頃
で
あ
っ
た
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
讃
岐
地
方
の
遊
覧
地

が
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ダ
ン

ス
姿
の
少
女
が
描
か
れ
た
塩
之
江
温
泉
が
目

に
と
ま
っ
た
。こ
の
時
代
の
塩
之
江
温
泉
に

は
、
宝
塚
歌
劇
団
と
非
常
に
よ
く
似
た
少
女

歌
劇
団
が
あ
っ
た
。こ
の
歌
劇
団
は
二
つ
の

組
に
分
か
れ
て
お
り
、
昼
と
夕
方
に
温
泉
地

の
演
芸
場
で
公
演
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。 

（
濱
崎
哲
士
）

●
土
佐
航
路
案
内

　
高
知
県
へ
の
航
路
を
運
航
し
て
い
た
土
佐

商
船
会
社
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
あ
る
。表
紙
に
は
特
産
品
の
文
旦

が
描
か
れ
て
い
て
、
女
性
の
着
物
は
土
佐
紬

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
知
県
の
偉
人
、
坂
本
龍
馬
に
関
す
る
名

所
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
1
9
2
8

（
昭
和
３
）年
に
本
山
白
雲
に
よ
っ
て
制
作
さ

か
っ
た
。ゼ
ミ
生
達
た
ち
、お
よ
そ
80
〜
90
年

前
の
資
料
を
手
に
し
て
、
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
、何
か
を
発
見
し
、少
し
ず
つ
疑
問
を

解
い
て
い
っ
た
。

　
大
学
入
学
当
初
の
学
生
た
ち
は
、
観
光
を

勉
強
す
る
こ
と
と
は
、
お
そ
ら
く
疑
い
も
な

く
、
現
在
の
観
光
を
対
象
と
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、現
在
目

の
前
に
あ
る
観
光
は
、
必
ず
歴
史
の
地
層
を

持
っ
て
い
る
。観
光
を
楽
し
み
、経
験
す
る
だ

け
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
地
層
を
掘
り
返
す

必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、過
去
に
使
用
さ
れ
、今
日
に
ま

で
残
さ
れ
た
古
書
資
料
＝
観
光
の
痕
跡
を
通

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
観
光
の
歴
史
の
存
在
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
積
み
重
な
り

を
掘
り
起
こ
し
て
み
る
こ
と
も
、
大
学
で
観

光
を
学
ぶ
た
め
の
確
か
な
方
法
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
こ
う
し
て
古
書
資
料
の
存

在
を
知
り
、使
い
方
を
学
ん
だ
う
え
で
、卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。観

光
の
事
典
や
年
表
に
記
載
も
な
く
、
全
く
知

ら
な
か
っ
た
事
例
を
ゼ
ミ
生
の
発
表
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
や
ま
　
ま
さ
ひ
こ
）
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